
KAWASAKI
川崎市

雨水流出抑制
協議書作成の手引き



Ⅰ  はじめに

Ⅱ  対象事業・対象区域

Ⅲ  浸透適用外区域

　
　「雨水流出抑制協議書作成の手引き」と同一とします。

① 急傾斜地崩壊危険区域及び土砂災害危険箇所
② 宅地造成等規制法に基づく許可を要する場合
③ 地下水位が非常に高い場合 地表面から . 以浅の
④ 下水排水設備の能力が足りない、または整備しない場合
⑤ 近年に盛土造成した地盤
⑥ 設置する宅内の排水設備が分流化されていない場合
⑦ 水道水源の指定地域
⑧ 隣接地その他の居住及び自然環境を害する恐れがある場合
⑨ 工場跡地、廃棄物の埋立地等で、土壌汚染が予想される場合
⑩ 使用に際し、事業主 地権者 の承諾が得られない場合
⑪ 非浸透施設 コンクリート構造物等 が地下にあり浸透しない場合
⑫ 隣接地等の構造物に対して浸透による影響が予想される場合
⑬ 以上急傾斜面 °以上 に隣接している宅地で、斜面から高さの 倍以内の場所
⑭ 練積み擁壁を有する斜面において、擁壁高さの 倍以内の場所
⑮ コンクリート造擁壁等において、擁壁高さの 倍以内の場所
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Ⅳ  浸透施設の種類

浸透ます　　浸透トレンチ　　透水性舗装

　雨水浸透施設の種類は、浸透ます、浸透トレンチ、透水性舗装とします。なお、ますの深さ、管
径及び勾配等は原則として「川崎市排水設備技術基準」に適合するようにしてください。

　都市部においては、生活基盤の整備の進展に伴い、中小河川の洪水が頻発化すると同時に、平常
時の流量の減少、湧水の枯渇、水質の悪化などの水環境に係わる諸問題が顕在化するようになって
います。
　このような状況の中で、雨水を地下に浸透させる施設が、都市の水循環の保全・再生の有力な手
段として見直されており、本市においても浸透併用による雨水流出抑制施設の設置を進めていくも
のです。
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※以下の場所には、雨水浸透施設を設置することができません。



Ⅶ  飽和透水係数及び単位設計浸透量

Ⅷ  協議必要図書

「雨水流出抑制協議書作成の手引き」と同一としますが、次の図書を追加してください。

●

種別 単位設計浸透量  

浸透ます コンクリート製   □300 8.36×10-5  個 

浸透ます 樹脂製       φ150 4.86×10-5  個 

浸透ます 樹脂製       φ200 5.43×10-5  個 

浸透ます 樹脂製       φ300 6.58×10-5  個 

浸透トレンチ         φ100 5.25×10-5   

浸透トレンチ         φ125 5.50×10-5   

浸透トレンチ         φ150 5.75×10-5   

浸透トレンチ         φ200 6.25×10-5   

透水性舗装 2.93×10-5  ㎡ 

 

Ⅴ  浸透施設の目的

集水区域 浸透施設 貯留施設 最終接続ます 公共下水道 等

　雨水流出抑制施設における浸透施設の目的は、降雨を地下に浸透させることにより、雨水貯留施
設へ流入する雨水量を減らすことです。したがって、下図に示すとおり、浸透施設は貯留施設の上
流部に設置してください。

■飽和透水係数の設定について
　・「①台地 透水性のよい地質 関東ローム層等 」、「②多摩川、二ヶ領本川及び平瀬川に
　よって囲われる地域」においては、透水性が確保されることから浸透適地とします。
　　なお、飽和透水係数は、鶴見川流域の標準値である「 ×   cm s」を採用してくだ
　さい。
　・「① ②以外の地域」においては、現地浸透試験を行い、現地盤の浸透能力を確認した上で設
　計してください。
　・現地浸透試験の結果、飽水係数が「 × m s以上」の場合は浸透適地として、飽
　和浸透係数が「 m s未満」の場合は、浸透不適地とします。なお、飽和・　　
　・透水係数は標準値を採用してください。
■現地浸透試験について
　・試験方法は、ボアホール法 定水位法試験 を標準とし、試験地の点数は、 m 毎に  

箇所としてください。
■単位設計浸透量について
　・単位設計浸透量は、次の浸透量を採用してください。
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Ⅵ  修正単位洪水調節容量
　雨水浸透施設を設置した場合、浸透能力に応じて単位洪水調節容量を修正できます。修正単位洪

以上としてください。
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以下に、浸透施設と地下貯留施設を設置した場合の計算例を示します。

様式
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㎡ ㎡

 /ha 修正 ’ 285  /ha  / /ha
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「雨水流出抑制 協議書作成の手引き」と同一とします。
着色について

道路

道路

■土地利用計画図及び排水計画平面図

周

U-180
緑地

8m

浸透ます

透水性舗装

浸透トレンチ

透水性舗装

200

125

220 ㎡

3 個

220 ㎡

※オリフィスの設計径までの算定は、「雨水流出抑制協議書の手引き」を参照してください。
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Ⅸ  設計例



浸透ます コンクリート製  □300

浸透ます 樹脂製 　(φ150 300

浸透トレンチ　 φ100 200

透水性舗装

50

150
350

150

開粒度アスファルトコンクリート

RC-40

砂 クッション用

透水シート
単粒度砕石 S-30

□300

浸透ます

上部側塊

中部側

580×580

150以上

4040

100以上 100以上

単粒度砕石 S-30

φ150
300

透水シート

100
200

浸透トレンチ

単粒度砕石 S-30

100以上 100以上

透水シート

浸透ます

■透水性舗装について
　・表層材料は開粒度アスファルト混合物を使用してください。

　いようにしてください。
　・路盤と路床の境にはフィルター層として砂を設置してください。

■浸透トレンチについて

　・目詰まり防止のため、底部に孔がこないように設置し、原則として屋根排水の
　みを集水するようにしてください。
　・地表面から雨水を集水する場合は、前後に浸透ますを設け、管口フィルターを
　設置し、清掃及び維持管理等支障がないようにしてください。
　・浸透トレンチは設計水頭を確保するため、最終流出管底以下に設置してくださ
　い。
　・最終流出管から浸透トレンチの延長に対する動水勾配が地表面以下となるよう
　にしてください。
　・屋根排水等の流入は最終流出管底より高い位置としてください。
　・浸透トレンチと掘削した地山の間には単粒度砕石を充填してください。
　・掘削した地山と充填砕石の境には透水シートを設置してください。

■浸透ますについて

　・浸透ますの底部はモルタルなどで水封せず、維持管理しやすい構造としてくだ
　さい。
　・浸透ますの蓋は、目詰まり防止のため密閉蓋とし、原則として屋根排水のみを
　集水するようにしてください。

　設置し、清掃及び維持管理等支障がないようにしてください。
　・浸透ますと掘削した地山の間には単粒度砕石を充填してください。
　・掘削した地山と充填砕石の境には透水シートを設置してください。

　樹脂製ますの砕石基礎径は「ます外径 」としてください。

　樹脂製ますの泥だめ 浸透仕様 は 以上としてください。

　樹脂製ます底部には堆積物除去用のバスケットを設置してください。

　透水シートは、透水係数 以上のものを使用してください。

　樹脂製ますの立管に穿孔して管を接合する場合、支管その他の確実な接合としてください。ゴム輪パッキン等
　の簡易なものや、管がます内部に突き出すような接合は不可となります。

【特記事項】

Ⅹ  雨水浸透施設標準構造図

、



■浸透施設の配置について　
　・流末は必ず貯留施設・接続ますに接続してください。
　・一部の浸透施設に雨水が集中しないようバランスのよい配置計画としてください。

■浸透施設の設置間隔について
　・浸透施設の設置間隔については、浸透流の相互干渉
　による浸透の低下を防ぐため、浸透ますの設置間隔を

　以上かつ浸透施設の掘削深に相当する離隔を確保して
　ください。

■浸透施設の共通材料について
　・充填砕石は施設本体の掘削面との間に充填し、浸透面の
　保護と設計水頭の確保を図るために使用します。
　・充填砕石の材料は、右表のとおり単粒度砕石などとしま
　す。

■透水シートについて
　・透水シートは浸透施設設置のために掘削した地山と砕石
　の境に設置するもので、土砂・泥分等が浸透域の砕石の中
　に入らないようにするものです。
　・透水シートの使用にあたっては、化学繊維等で腐食しに
　くい製品としてください。
　・透水シートは充分な強度によるものとし、施工にあたっ

　・透水シートは右表のとおりの基準と以上のものを使用し
　てください。

浸透ます設置間隔 以上

建物基礎から 以上

かつ浸透施設の掘削深に相

当する離隔の確保

呼び名

号

粒度範囲 mm

透水係数

設計上の留意点

1.0×10  cm s 以上

問い合わせ窓口

　

TEL    044 200 2111 代表

Email　53kasen@city.kawasaki.jp
TEL    044 200 2904 直通

建設緑政局　道路河川整備部　河川課（第３庁舎11階）


